
脱炭素先行地域の選定結果及び今後の対応について（報告） 

 

１．脱炭素先行地域とは 

 国は、民生部門の電力消費に伴う CO2排出実質ゼロ等を実現する「脱炭素

先行地域」について、2025年度までに、全国に少なくとも 100カ所の設定を

行い、当該地域における地域課題の解決や住民の暮らしの質の向上につながる

脱炭素の取組を通じて、広く脱炭素化を波及させることを目指しています。 

 また、当該取組の支援策として、１地方公共団体あたり、５年間で最大５０

億円を交付する事業を創設し、先行地域の募集・選定を行っています。 

 

２．第３回の選定結果 

 本市は、民生部門の電力消費に伴う CO2排出実質ゼロ等の実現が可能と見

込まれる市内の２エリアを脱炭素先行地域として設定するとともに、当該エリ

ア間を連結する取組も含めた事業計画を策定し、第３回公募（2023 年２月）

に申請しましたが、残念ながら選定には至りませんでした。本市の提案に対し

て評価委員からは、事業構成・取組の方向性への評価、次回以降再度提案する

ことへの強い期待が示された一方、電力需要が多い都市部に位置することか

ら、より多くの需要家を対象とした取組に拡充することが求められています。 

 

３．選定状況（別紙１） 

・第３回選定：選定率２７．６％ 

 ５８件（６７自治体）の応募に対して１６件（１８自治体）の選定 

（参考）過去の選定状況 

・第１回選定：選定率３２．９％ 

 ７９件（１０２自治体）の応募に対して２６件（４８自治体）の選定 

・第２回選定：選定率４０．０％ 

 ５０件（５３自治体）の応募に対して２０件（２３自治体）の選定 

 

４．今後の対応 

 評価委員の指摘から改善点が明確になったため、当該箇所の改善を行い、次

回（第４回）の公募に申請することとしています。 

 

５．次回公募 

 第４回 募集：2023年 8月上旬（想定） 

 選定結果公表：2023年 11月（想定） 
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